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方位分割型雷放電計数探の研究 (第 3報)

一一 試作第一 号 器 に つ い て 一 一

1 .まえがき

この研究の究極の目的は，従来気象観測資料と目視

観測資料とを基にして出されていた雷雨予報を一段と

強化するため，';1;を源とする空電を利用し，或る制限

距離以内の空電の受信方伎の分布並1'1:.移動模綴，至リ迷

頻度を時々刻々記録し，JlIAの援近，局地的な発;払市

の移動方向等を局地測候所で観測し得る装iu'の完成に

ある.

さて寄々は，数回に亘る夏期の古;観測により:宅EEの

応用が有力な手段であるとの確信を得たので来月j観測

装置の試作に入り，本年肢の科学試験研究授により大

体初期の目的に沿った装院を完成し得たのでここに報

告する次第である.

装置の製作に当って最も留芯したのは製作原仙を30

万円前後におさえること.使!日説明告の知識で)j人が

取扱い得ること，安定性がよいことの L点である.

原理的にこの袋院は，単}]f向性瞬時ltJ方位tfliJ，主将置と

パルスカクンターとを結合させた方式を採用してい

る.

従って種々の)j式の組合せが考えられる訳であり，

前回の報告にもその一方式を記述したが，上述の 弓点

鎌 田 判夫 中 島 淳

をJ:ij蓋して結局 般に行われている商交粋~!空中線の

:H)Jによるプラクン符の方位像を垂直空中線の出力で

輝度変調を行ってt!i}]向を指示させる方式とサイラ ト

ロンを使用したパルスカクンターとを組合せるものに

帰着し-~i:.;、満足すべきものを製作した . 然して未だ簡

単化すべき点，工夫を要する点空手も多く，今後実際に

佼閉したJ-_て・改良を施し製品化の}j向に進みたいと考

えている.

n.試作第一号瞬時式方位分割型

雷放電計数器

この装E立は，原理的には現在長波併における空'屯の

}j位制定に使用されている単方向性方位制定機と同一

の方式のもので，町長使用周波数帯を中長波帯に選んだ

にすまない.従って向Eおの納書sについてはすでに R.

A. Watson氏〈りや吋所岩井，1)1験，田中氏等{冗)(叫

により詳細に報告されているので.この点lζ関しては

簡単に述べるにとどめる.

;r~ 1肉に本装置全体の系統以lを示した.

1. 単方向受信銀

ん・1([決定の地lt系統は，取抜いの簡略化という点か

ら謝繋箇所を必要最少限にとどめるよう留窓し. Q ~閥

;n 1 I文I 入 作 瞬H!iJ-¥方1，'f分;!;jJ)¥"!'fij放'tl!:~d 歓禦紙肉
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整ツマミ 1，問調々 整点， 1，利得調整ヅ 7 ミ 1， ことがなく，従って回路の簡略化に一応成功したわけ

位相調整点 1， 回路切換器， 1の5カ所とした.か である.第 2区l及び第 3図にこの TwoChannelの

かる簡略化により懸念されることは，受信周波数前後 増巾器の合成振幅特性と周波数特性を示した.第4図

で TwoChannelの増巾器系統が電気的に完全に同ー に調整完了時の位相並に振幅変化の模様をプラクン管

特性になる如く調整が行いうるかという点である.こ 而上で写したものを示した.振幅変化の包絡線はその

のため回路部品類は特に良質のものを用いるようにし

た.

上記の虫日き注意の下に試作した方位決定用増可i器は

直線型4段，帝京合最大利得 8Odb，Q並に位相調整に

より中心'周波数土 10kcの間は完全に同一特性に調笠

可能とすることが出来た.従ってプラク γ管上の方位

指示J像は最大振幅より輝点の大きさ迄直線性を失なう

第2凶 E-W及N-S用増刊1器の

命成振幅特性
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第3凶 E-W及N-S用増巾器の

合成周波数特性
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ときのQを示す.

、 第 4 図

センス決定のためには空中線系による起電力の位相

差 900を補正する回路を必要とする.このため5優管

1本を位相補正のため使用し，この出力を枠型空中線

と間ーのインダクタンスを有しQの高い入力変成器に

加え，更に方位決定用増rjJ穏と全く同ーの特性を有す

る増刊J器を通して単方位信号を得るようにした.

第5凶並に第6区lにセンス用増巾器の周波数特性と

振幅特性とを夫々示した.之等と第 2図及第3図と比

較することにより全 Channelの包気的特性が希望す

る状態に調整しうることが判る.しかして入力変成器

第 5図 センス用増rj1橋の周波数特性
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2. 計数器都

この部分は前回で報告した記録管の出jJを地111し，

サイラトロンを駆動して自記包接計数百告を動作させる

部分である.この部分の回路図を第七図に示した.

センス用増巾摺の振幅特性第 6図
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計数回路凶
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この部分で問題となるのは，記録管の或る一分割自l

kビームが当った場合隣接するプレートに一二次電子の

ふりかかりによる出力が出ることである.しかしその

出力電圧は正規出力電圧に比して少さくく約ち旬以下)，

この比率は適当な正電圧をかけることにより或る程度

大きくすることが可能であり， 且又サイラトロンの入

力側で適当な様択νベノレをもうける己とにより遮断す

ることが可能である.使用した回路ではこの両者を適

当に組合せ(第 8図参照)，記録管プレートに僅か正

電圧をあたえ，サイラトロンの格子制IJで適当なバイア

スをかけて誤動作を防止した結果，直後のビーム照射

によってのみ計数器を駆動せしめうることが出来，二

次包子による誤凱作を問題にする必要をなくし得た.

この回路は比較的安定であるが電源電圧の大111の変動

に対しては動作が不確実になるのをまぬがれないの

で，主i並巾告書部用の電源と別個のものを使用した.

叉，この装置全体に対して言えることは，交流一次

電源電圧の大巾の変動に対しては，種々の錦絵点、が変

動し易い欠点があることで，之を除くためには交流安

定化電源を使用し亥動を出来る丈ノ、範匪におさえるよ

うにすることが望ましい.

3. 装置の機滅的徳造

本装置は試作第一号機であるため径体等はすべて手

持ちのものを利用したので写真 1，に示したように個

数が多くなったが，各部共出来る丈小型，経混とし

た.主要部分げ'.tfJ:交枠型空中線，単方向受信機部，記

録管部， itt数寝耳匝劇部， ，什数器，電源剖lの6部より構

成されている.写山 2，3， 4， 5， 6， 7，及び8に夫々

の部分を示した.単方向受信機部及びd数掠駆動部は

jと々 縦パネノレ}j式で扉ーを開けることにより働作状態の

まますべての点検が出来るようにしてある.又電源部

分はすべて別の箆体内に収めケープノレ線で各部に接絞

.. 
_B 

Is凹‘Volt町・ ("・1....・0 曲 j

垂直空中線結合回路と枠型

空中線回路との位相差

第7図

のQは設計が梢々怒〈改良したいと考えている.第7

図には単方位信号を1~るために行った位相補正の校織

を知るためにプラワン行面の像を写したリサージユ依|

形を示した.この図より判る如く位相補正は完全に

90。行なうことは出来ていないが，この程度なら，実

用し得る程度の単方位信号を得るように噌巾昔日で潟繋

することは可能であった.

輝度変調部も設計方針に従って最も簡単な半波~流

回路を使用して事耳障ヂを行わしめた.従って勢断特性は

あまり良好でなく .反対方向に多少尾を引くのである

が，記録管の構造上， 111心部を約径5粍位の純殴iζけ.

使用していないので実用上は差支えないのであるが，

小さな空電入力に対しては動作が不確実となるので，

近き将来に於て.陰極結合による矩形被発生回路によ

る現断方式刊に切り換えたいと考えて実験を行って

いる
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写兵5 計数樹駆動部(前面) 写真6 計数器駆動部 (背面)

!与:兵 7 記録管部

写点8 自 3己言十数f.:l部



第

|玄泣
'N -且a 線 部 14kg 

一
単方向受信機部 8.2 

記 録 タ目寓 部 5.9 

言十数恕駆動部 2. 15 

計 数 器
1台につき

3.25 

電 育号、 部l 20.65 

其 の 他

される.あえて'4!源音I1を別にしたのは個々の鐙体を経

ほにし，放熱をよくし '4i源よりの雑音を出来る丈さ

けるためである.

将来の勝成としては，~方向受信機部，記録代音IS ，

d数認駆動部をー緩にし， 4箆体一組の装置にしたい

と考えている.

第一表t乙試作装日立各E主体の重量"寸法，概略の製造

l劇画を示した.

1.結 ~ a問

2 tl~程前から懸案していた出除j予報補助測定装世の

試作第ーす器について簡単に報告した.この袋也は主主

国主実験i乙Bぞいては光分.む凶t乙沿った動作をしたので，

昨年夏，実用.式験をぷみるため前橋に給i送の途上回己録

作の6船員にあい，遺憾ながら試験観測を行いのなかっ

たがp 充分実刑に供しうると考えている.しかしてか

かる方式を中波帯に使用しているため，');IJ合近似離の

苗を対象とした場合方位指示像の乱れ等により八プ'j1立

に分割した価値がある程度i'Jj然と記録上に現われて来

るか否かは問題である.この点に対しては近い将来に

於て実際に観測を行って検討し，この結果に法づいて
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l 事長

寸 法|製造価総

550 x 500 x 550m m 
，q 

10，∞0.00 

460x 40x 15 23，似lO.OO

280 x 190 x 120 22，∞O.∞ 

200 x 180 x 150 10，000.00 

210x320x170 4台 58，200.00 

240 x 450 x 220 

180 x 280 x 150 
3台 45，000.00 

10，∞0.00 

改良を施していきたいと思う .現在は作部のliiJ路自体

を出来る限り安定なものとするべく注目古災験を繰返し

改善に努めている.
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